
「高松空港ライオンズクラブときめきの森」で 
第６回森づくり活動を実施 

～フォレストマッチングで協働の森づくり～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者は３つのグループに分かれ、県職員やかがわフォレスターの指導を受けながら、森づ

くり作業を行いました。 

参加者からは「半年前にも作業をしたのに、もうこれだけ成長するなんて、竹の繁茂する力

には驚かされた」、「作業が始まった時はうっそうとしていたが、皆の力ですっきりできた。爽

快な気分だ」、「カマやノコギリの使い方が分かった。大変な作業だったけど、皆でやったので

楽しかった」との感想がありました。 

 高松空港ライオンズクラブは、今後も継続して森づくり活動を実施することにしています。 

平成 27 年 10 月 11 日（日曜日）、高松空港ライオンズクラブ会員とボーイスカウト香川連盟の

子ども達等 24 名が、高松市塩江町の「高松空港ライオンズクラブときめきの森」で、第６回森づ

くり活動を行いました。 

今回は、平成 25 年 4 月と平成 26 年 4 月に植林したヤマザクラの生育を助けるため、植林地に

生えている竹の伐採と、林道に生えている草の下刈り等を行いました。 

＜参加者の皆様で記念撮影＞ 

＜子ども達も真剣に作業しました＞ ＜人間よりも高く育った竹を伐採します＞ 

＜作業前はうっそうとしていた草も・・・＞ ＜力を合わせてきれいに刈り取りました＞ 


